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STEAM 教育研究所活動実績報告書 

令和 3 年 11 月 1 日～令和 4 年 10 月 31 日 

令和 4 年 12 月 26 日 

所長  郡司 賀透 

 

研究テーマ 
 Society5.0に応える日本型 STEAM教育の理論的研究とその実証的な研究 
― フォーマル教育とインフォーマル教育における 21 世紀型の資質・能力を明確化
とその実証解明を目指して ―  

活動実績 

予定していた 2 年目の目標に対して以下のような研究活動が展開されました。 
 主目標１ 5か国に調査チームを派遣し、調査・分析を行う。 

→研究所のメンバーである黒田友貴氏が各チームメンバーとやり取りを行いながら、調
査国において日程を決定する作業を行なった。その結果、タイ国の訪問調査を令和４年９
月に行え、タイ国の文部省、大学、STEM教育センター並びに STEM 学校の訪問ができた。オ
ミクロン株が新たに発生し第８波となったが、政府の許可のもと令和４年１２月は台湾の
調査をする予定である。 

 主目標２ JST「静岡 STEM アカデミー」の中で、日本型 STEAM 教材を開発し、実証研究を展
開する。受講生のデータの分析・解釈から STEAM 教育の重要性を見出す。 

    →補助金を受けて展開している、「静岡 STEM アカデミー」においての実証研究から、
STEM教材として、「ダジック・アース」・「マッド・ワット」・「M５（簡易ロボット）」
「アクアポニックス」を STEM 教材と位置付けた STEM学習プランが出来上がり遂行した。
昨年度に引き続き、夏の科学教育学会にて、課題研究を研究所のチームで組織し、発表を
おこなった。令和４年９月の下旬に科研のメンバーと実証研究を展開しているドルトン東
京学園や聖徳学園等について訪問調査を行い、さらに、教育委員会が率先して STEM 教育
を展開している、埼玉県戸田市教育委員会と埼玉県久喜市教育委員会の訪問調査を実施し
た。 

 主目標３；本「STEAM教育研究所」に対応する NPO法人を設立し、静岡から始め、日本 STEAM
教育学会（熊野が幹事）と協力しながら、他の大学にも研究所や NPO 法人の創生を促す。
できれば、日本型の 21 世紀型の資質・能力をお互いに共有しながら、展開できることを
目指す。 

    →令和３年６月２２日に「特定非営利活動法人静岡 STEAM 教育推進センター」が設立
され、今年度は経産省の STEAMライブラリーを活用した実証研究を進めることができてい
る。このプロジェクトの一環として、NPO法人の主催として、静岡聖光学院をお借りして、
広く静岡県の皆さん、東海地区の先生方に呼びかけ、STEAM 教育に関する教員研修と経産
省の本プロジェクトを趣旨説明を行った。さらに、１２月に仙台のチームができつつあり、
年間５００万円のプロジェクトに仙台チームが応募できた。これがうまくいくと NPO法人
静岡 STEM 教育推進センターの仙台支部（宮城教育大学・東北大学のチーム）ができるこ
ととなる。 
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運営資金の概要 

・科学研究費基盤研究（B）(課題番号 20H01743)「Society5.0 に応える日本型 STEM 教育
改革の理論と実践に関する実証研究」 (研究代表 熊野善介)  令和 2 年度交付決定額(直
接経費)490 万円 令和 3 年度交付決定額(直接経費)440 万円, 令和４年度交付決定額（直
接経費）420 万円。 

  
・平成 30 年度から令和 4 年度まで、ジュニアドクター育成塾、（JST による競争的資金）

「静岡 STEM アカデミ－」（研究主担当 熊野善介） 令和 2 年度契約額 994 万円 令和
3 年度契約額 997 万円、令和４年度契約額 998 万円、教育研究推進経費 428 万円 

  
 

 


